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通期業績予想の修正および役員報酬減額の継続に関するお知らせ

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2022 年 5 月 11 日に公表いたしました 2023 年 3 月期通期業

績予想を修正いたします。また、経営責任を明確にするため、役員報酬減額を継続することといたしま

したので、下記の通りお知らせいたします。

記

１．2023 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正について

（1）2023 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年 4 月 1 日～2023 年 3 月 31 日）

                                     （単位 : 百万円）

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親 会 社 株 主 に

帰 属 す る 当 期

純 利 益

１ 株 当 た り

当 期 純 利 益

（円）

前回発表予想 (Ａ) ２３，８００ １００ ３００ ２００ １２．４８

今回修正予想 (Ｂ) ２０，４００ △２，１００ △１，５００ △１，４００ △８７．３７

増 減 額(Ｂ－Ａ) △３，４００ △２，２００ △１，８００ △１，６００ ―

増 減 率   (%) △１４．３ ― ― ― ―

（ご参考）前期実績

（2022 年 3 月期）
２１，４４５ △２，２９３ △１，８０４ △１，８２７ △１１４．０３

（2）修正の理由

売上高につきましては、行動制限の緩和による人流の回復や個人消費の持ち直しによる需要拡大を

想定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症の再拡大、円安の進行などによるエネルギーや食料

品を中心とした物価高による消費者の生活防衛意識の高まりなどから、需要が計画を下回る見込みと

なりました。

利益面では、中国工場への生産移管による製造原価の低減を進めておりますが、売上高の減少による

減益、外国為替相場での急激な円安進行、原燃料価格や物流費の高止まり、人件費の上昇などによるコ

ストの増加等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益ともに当初の予想を下回

る見込みであります。

これらの状況を踏まえ、通期連結業績予想を上記の通り修正いたします。

２．役員報酬減額の継続について

当社は、当期の業績を真摯に受け止め、その経営責任を明確にするため、2022 年 5 月 11 日付「役員

報酬の減額に関するお知らせ」にて公表いたしました役員報酬の減額を下記の通り継続することといた

しました。

なお、本決議にあたりましては、半数以上が独立社外役員で構成される指名・報酬諮問委員会への諮

問・答申を経ております。

また、監査役の協議により監査役報酬の減額の継続が決定されましたので、併せてお知らせいたしま

す。



(1)役員報酬減額の内容

代表取締役社長                       月額報酬額の 10％を減額

その他の取締役（社外取締役を除く）   月額報酬額の 30％を減額

(2)監査役報酬減額の内容

監査役（社外監査役を除く）           月額報酬額の 20％を減額

(3)減額対象期間

2023 年 1 月から 6 か月間

３．今後の計画について

『ＡＴＳＵＧＩ ＶＩＳＩＯＮ ２０２４』では、このような厳しい経営環境において、顧客ニーズの    

変化と多様性に的確に対応したうえで、「事業ポートフォリオの強化」、「生産体制の再編による収益基盤

の強化」、「資本の効率化」の３つの重点課題に取り組むことにより収益性を高めることに注力し、将来

の持続的成長のための安定した財務基盤の確立を目指してまいりますが、当期の業績推移等を踏まえ、

計画の検証とさらなる施策の立案を行い、早期の業績回復を目指すと同時に収益構造の抜本的改善なら

びに中長期的な成長の実現を図ってまいります。具体的な計画に関しましては、確定次第お知らせいた

します。

（注）上記の業績予想につきましては、現時点において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実

際の業績は、様々な要因により予想数値と異なる場合があります。

以   上


